
決

議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
地
球
規
模
の
異
常
気
象
な
ど
顕
在
化
す
る
リ
ス
ク
に
対
し

て
、
特
に
重
要
な
食
料
安
全
保
障
確
立
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
食
料
生
産
を
支
え
て
い
る
農
業

生
産
基
盤
を
維
持
し
、
国
民
の
不
安
を
解
消
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

農
業
・
農
村
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
減
少
に
よ
り
、
農
地
や
農
業
水
利
施
設
の
管
理

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
で
営
農
の
継
続
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
た
な
「
土
地
改
良
長
期
計
画
」
及
び
昨

年
５
月
に
策
定
さ
れ
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
実
現
に
向
け
、
農
地
の
大
区
画

化
・
汎
用
化
、
農
業
水
利
施
設
の
適
時
適
切
な
補
修
・
更
新
や
省
エ
ネ
化
・
再
エ
ネ
利
用
等
を

行
い
、
農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
担
い
手
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
加
え
て
、
全
国
各
地
で
た
め
池
を
含
む
農
業
水
利
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
中
、
近

年
、
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
災
害
や
大
規
模
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
洪
水
被
害
防
止
対
策
や
た
め
池
等
の
耐
震
化
な
ど
の
農
村
地
域
の
防
災
・
減

災
対
策
の
推
進
を
通
じ
た
国
土
の
強
靱
化
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
に
は
、
力
強
い
農
業
の
実
現
等
を
通
じ
た
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
・
農
村

の
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
維
持
・
活
用
さ
れ
て

き
た
農
地
・
農
業
用
水
等
の
地
域
資
源
を
良
好
な
状
態
で
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
責
務
が
あ

る
と
と
も
に
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
農
村
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
等
の
国
土

強
靱
化
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
鹿
児
島
は
関
係
者
と
一
致
団
結
し
、
農
業
農
村
整
備
事
業

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
次
の
各
事
項
の
実
現
を
、
第
六
十
四
回
通
常
総
会
の
名
に
お
い
て

決
議
す
る
。

記

一

農
業
の
競
争
力
強
化
の
実
現
に
向
け
た
、
農
地
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
の
積
極
的
な
推
進

一

高
収
益
畑
作
経
営
の
展
開
を
図
る
た
め
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設
整
備
の
推
進

一

農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
、
耐
震
化
や
洪
水
被
害
防
止
等
の
防
災･

減
災
対
策
の
推
進

一

中
山
間
地
域
に
お
け
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
総
合
的
施
策
の
推
進

一

地
域
資
源
の
良
好
な
保
全
管
理
に
向
け
た
水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
の
積
極
的
な
推
進

一

改
正
土
地
改
良
法
を
踏
ま
え
た
、
土
地
改
良
区
の
組
織
運
営
基
盤
強
化
の
着
実
な
推
進

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

水
土
里
ネ
ッ
ト
鹿
児
島

鹿
児
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

第

六

十

四

回

通

常

総

会


